
第5回介護労働者の確保・定着等に関する研究会 議事次第  

平成20年6月6日（金）10：00～12：00  
厚生労働省専用第21会議室（17階）  

1 開会  

2 好事例事業所ヒアリング   

（1）特別養護老人ホーム光風荘  

（2）介護老人保健施設ハートランドぐらんばぐらんま  

（3）株式会社やさしい手  

（4）特定非営利活動法人サポートハウス年輪  

（5）特定非営利活動法人暮らしネット・えん  

（6）株式会社ベネッセスタイルケア   

3 その他  

＜資 料＞  

資料1 ヒアリング対象団体出席者  
資料2 ヒアリング対象団体の概要  

【特別養護老人ホーム光風荘】  

【介護老人保健施設ハートランドぐらんばぐらんま】  

【株式会社やさしい手】  

【特定非営利活動法人サポートハウス年輪】  

【特定非営利活動法人暮らしネット・えん】  

【株式会社ベネッセスタイルケア】   

（光風荘）配布資料  

（ハートランドぐらんばぐらんま）配布資料  

（暮らしネット・えん）配布資料  

（ベネッセスタイルケア）配付資料  

（やさしい手）配付資料   

資料3－1  

資料3－2  

資料3－3  

資料3－4  

資料3－5  
資料3－6   

参考資料1  

参考資料2  

参考資料3  

参考資料4  

参考資料5  



第5回介護労働者の確保・定着等に関する研究会  

ヒアリング対象事業所出席者  

○ 特別養護老人ホーム 光風荘  
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第5回 介護労働者の確保■定着等に関する研究会  
（ヒアリング対象事業所等の概要）  

○ 特別養護老人ホーム光風荘（介護老人福祉施設）  

経営主体 社会福祉法人音翠会   

理事長  佐藤 守  

施設長   深山 繁春   

施設開設 平成8年12月1日（所在地：千葉県茂原市御蔵芝）   

経営理念  

（1）社会の趨勢、地域のニーズを的確に反映した施設であること  

（2）自らが利用したいと思う施設であること  

（3）地域福祉発展の拠点たりうる施設であること   

事業の種類及び定員  

◎介護老人福祉施設…54名  
◎短期入所生活介護…16名  
◎ケアハウス‥‥‥‥・・‥ 

15名  

◎通所介護・訪問介護・居宅介護支援事業所  

○ 介護老人保健施設 ハートランド・ぐらんばぐらんま  

経営主体 医療社団法人光生会   

会 長  平川 健龍  

理事長  平川 博之  

施設長  石田 雅巳   

開 設   平成7年10月（所在地：東京都八王子市美山町）   

入所定員100床（50床2フロア）   

通所リハビリ定員 25名   



○ 株式会社 やさしい手  

代表取締役会長 香取 眞恵子  

代表取締役社長 香取 幹  

中央執行委員長 岡部謙治   

設立年月日  平成5年10月1日（本社所在地：東京都目黒区大橋）   

社員数 4，184人（常勤495人、非常勤3，689人・平成18年12月末現在）   

業務内容  

（1）指定居宅サービス事業訪問介護（滞在・巡回）／訪問／入浴介護／適所介護   

／福祉用具貸与・販売・住宅改修  

（2）指定居宅介護支援事業  

（3）委託事業 患者搬送サービス／障害者施設入浴／在宅介護支援センター  

（4）有料職業紹介事業  

（5）一般労働者派遣事業  

（6）フランチャイズ事業  

（7）東京都指定ホームヘルパー 養成講座1級・2級・3級  

（8）福祉用具販売  

（9）損害保険代理店   

居宅介護サー一ビス利用者数   

居宅介護サービス 12，060名   

居宅介護支援事業  2，636名  利用者数合計14，696名  

直営事業所数  

・訪問介護  

・24時間巡回訪問介護  

・居宅介護支援事業  

・訪問入浴介護  

・適所介護－：デイサービスセンター）  

・福祉用具貸与・販売  

・住宅改修  

46事業所（指定事業所数）  

4事業所  

23事業所   

4事業所   

5事業所   

3事業所  

包括支援センター（委託事業）  4事業所  

在宅介護支援センター  2事業所  

○ 特定非営利活動法人 サポートハウス年輪  

理事長  安岡 厚子   

結 成  平成6年10月 （本部所在地：東京都西東京市田無町）   



活動理念、目的  

「いつまでも地域で暮らし続けるために」   

私達は高齢になっても生き生きと暮らせる町をつくり、老いの問題は地域住  

民みんなの問題であると位置づけることにより、地域みんなで総合的にサポー  

トするシステムをつくります。   

事業内容  

（1）居宅介護支援事業  

（2）訪問介護事業（ホームヘルプサービス）  

（3）支援費センター（障害ヘルパー）  

（4）適所介護事業（デイサービス・生きがい対応ミニデイサービス）  

（5）認知症対応型共同生活介護  

（6）配食サービス  

○ 特定非営利活動法人 暮らしネット・えん  

代表理事  小島 美里   

結 成  平成15年10月 （本部所在地：埼玉県新座市石神）  
（在宅介護部門ケアサポートステーション「MOMO」開設：平成2年4月）   

目 的   

高齢者・障がい者の支援事業、調査活動、学習会、文化活動等の活動を通じ  

て、高齢になっても、障がいがあっても、おとなも、子どもも共に生きる地域  

社会をつくること   

事業内容  

（1）居宅介護支援事業  

（2）訪問介護事業  

（3）障害福祉サービス事業  

（4）通所介護事業  

（5）認知症対応型共同生活介護事業  

（6）小規模多機能型居宅介護事業  

（7）介護予防事業  

（8）移送サービス事業  

（9）各種相談・高齢者障がい者生活関連調査事業  

（10）介護セミナー・研修事業  

（11）地域交流事業  

（12）文化事業   



○ 株式会社 ベネッセスタイルケア  

代表取締役社長 小林仁   

設立年月日  平成5年12月1日（本社所在地：東京都渋谷区渋谷）   

社員数 5，765人（2007年3月現在）   

事業内容  

【高齢者介護サー ビス事業】   

入居型介護サービス   

訪問介護サービス通所介護サービス   

研修・人材サービス  

【保育事業】   

ベネッセチャイルドケアセンター  

【医療介護職紹介派遣サービス】   

株式会社ベネッセMCM   

（企業ホームページより）   

株式会社ベネッセスタイルケアは、『進研ゼミ』『こどもちやれんじ』等教育  

でおなじみの株式会社ベネッセコーポレーションの100％出資会社です。   

Benesseは、ラテン語の「bene（よく）」と「esse（生きる）」を組み合わせ  

た言葉です。一人ひとりが主体的に人生を切り開いていくことを、教育・語学・  

生活・福祉の分野でお手伝いする会社です。すべての事業が一貫して「人」と  

かかわり、お一人おひとりとそのご家族の「よく生きる」を共に考え、創り出  

すことを目指しています。   



介護労働者の確保億着等に関する研究会におけるヒアリング事項  

【特別養護老人ホーム光風荘】   



1 基本情報  

団体名 凋  

① 事業所属性   

○ 事業所の主体（株式会社、社会福祉協議会、社会福祉法人（社協以外）、医療法人、NPO）  

社会福祉法人（社協以外）  

○ 介護関係業務に係る主たる業務  

介護老人福祉施設（定員54名）、短期入所生活介護事業（定員16名）、適所介護事業、訪問介護事業、居宅介護支援事業  

併設施設としてケアハウス（定員15名）  

○ 介護事業の現状   

介護老人福祉施設においては平均要介護度4． 11利用率では95％で年々重度化傾向にある。  

短期入所生活介護事業についても介護度4及び5の利用者の割り合いが36．7％（18年度）から58．4％（19年度）と  

重度化傾向にある。   

通所介護事業は介護予防事業の導入により登録53名中2名が予防給付となったが、認定上の疑問は残る。   

その他居宅介護支援事業については、平成18年度改正により本来の機能であったケースワークという観点が発揮可能となった。  
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2 介護労働者の定着を図るための措置等について  

（1）人員構成と過不足感   

① 人員構成（有資格者か無資格者、介護労働に関する経験の有無、正規職員か非正規職員、性別・年齢、新卒と中途、）の現状、  

人材の募集に対する応募状況及び充足状況は、どのようになっていますか。   

平成18年度末において、介護老人福祉施設（介護職正規19人、非正規10人）より4人（正規有資格者2人、無資格者2人）  

の退職があった。その補充のために約7ケ月（その間3／4以下のパート職員は3人補充）を要してしまった。このような事は従前  

には全く経験がなく、世情言われている求職者の減を直に感じたところです。   

一方、定期採用においては個別ケアへの方向が定まった3年前より計画的に実施し、確実に採用（養成校2校より1名ずつ）でき  

ている。またその中での退職者は6名中1名であった。   

※小さな施設において定期採用は難しい所もあると思うが、事業の安定性を考えると効果大だと思われる。   

※ニーズに即応するという事で個別ケアを整理すると職員変動にある程度耐性は出てくる。  

（2）雇用管理改善の効果的な取組等   

① 介護労働者の人材確保、定着を図る上で、事業所の主体（社会福祉法人、医療法人、民間会社）ならではのメリットや特徴はありますか。   

社会福祉法人という事で小さいとは言いながら介護老人福祉施設を有し、その事は財源・人的資源共にある程度の余裕があるため、  

組織改変・研修にもじっくりと取り組む事ができた。   

加えて介護保険法上の小さな事業にも鋭意取り組む事ができる。この事は今後職員の経歴加算に伴って必須となるであろう「キャ  

リア・パス」という点に対しても、実現可能性（専任の管理者へ登用）を示唆するものとなる。  
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② これまでに雇用管理の改善のために取り組んだ措置等で、特に改善効果が高かったものは、どのようなものですか0  

また、その措置等を講じるターゲットは、主としてどこに置いたものですか。（有資格者か無資格者、介護労働に関する経験の有無、  

正規職員か非正規職員、性別・年齢、新卒と中途。）。  

有資格者を内部登用し、管理職の拡大（事業種別毎に専任の管理者を置く）を図る事により、職員一人一人がスキルアップと待遇  

の整合を体現できるようにし、併せて組織フラット化を実現、情報伝達の正確さスピード化を図る。  

別紙  
資料1 

資料2 

資料3 

取り組みたいと考えている雇用管理の改善のための措置等はありますか。  ③ 今後、貴事業所において、   

リフレッシュ休暇  

3年経過・5年経過・7年経過で各々1日～3日の休暇を付与  
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5 厚生労働省への要望  

○ 人材確保や雇用管理の改善を進めるために、貴事業所が厚生労働省に期待することはありますか。   

介護保険はその導入時から孤独死・虐待・減額改定・コムスン問題等否定的な報道が多く、求職者或いは学生達に測り知れない  

マイナスイメージを植え付けてしまったのではないかと思います。まずはこの事の払拭を図ってほしい。   

そして団塊の世代の高齢化問題或いはマイナスシー」」ングにのみ囚われるのではなく、介護事業は最たる労働集約型産業であり、  

そこに働く人のモチベーションで良否が大きく左右される事業であるという事を念頭に置き、私達もしっかり法人改革に立ち向かい  

ますので、彼らが夢・将来展望が持てるような改革案を発信していただきたい。  
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介護労働者の確保・定着等に関する研究会におけるヒアリング事項  

【介護老人保健施設ハートランドぐらんばぐらんま】   



1基本情報  

事業所名 介護老人保健施設ハートラン代らんばぐらんま  

① 事業所属性   

○ 事業所の主体（株式会社、社会福祉協議会、社会福祉法人（社協以外）、医療法人、NPO）  

医療法人  

○ 介護関係業務に係る主たる業務  

介護老人保健施設  

○ 介護事業の現状  
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2 介護労働者の定着を図るための措置等について  

（1）人員構成と過不足感   

① 人員構成（有資格者か無資格者、介護労働に関する経験の有無、正規職員か非正規職員、性別一年齢、新卒と中途、）の現状、  

人材の募集に対ずる応募状況及び充足状況は、どのようになっていますか。  

介護職員45人（内常勤42人・非常勤3人）女性30人、男性15人。  

全員が有資格者（内介護福祉士40人、ヘルパー1級1人、ヘルパー2級4人）  

10代2人、20代16人、30代12人、40代4人、50代9人、60代2人。  

平均年齢35．7歳  

中途採用24人、新卒採用21人。  

勤続10年以上8人、8年以上3人、5年以上7人。  

採用について近年はほとんどを介護福祉士養成校の新卒者を毎年2～3人採用。結婚・転居等で退職する人員の補充をあらかじめ年  

度頭初で行っている。  

（2）雇用管理改善の効果的な取組等   

① 介護労働者の人材確保、定着を図る上で、事業所の主体（社会福祉法人、医療法人、民間会社）ならではのメリットや特徴はありますか。  

特になし  

2   



② これまでに雇用管理の改善のために取り組んだ措置等で、特に改善効果が高かったものは、どのようなものですか。  

また、その措置等を講じるターゲットは、主としてどこに置いたものですか。（有資格者か無資格者、介護労働に関する経験の有無、   

正規暇員か非正規職員、性別■年齢、新卒と中途。）。  

事業内職業能力開発計画（20年度）   

3カ年計画で初年度（20年度）は管理監督者層が対象  

③ 今後、貴事業所において、取り組みたいと考えている雇用管理の改善のための措置等はありますか。  

事業内職業能力開発計画の基盤整備と内容の充実   

2年目（21年度）は中堅職員を対象   

3年目（22年度）は全職員を対象  
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3 厚生労働省への要望  

○ 人材確保や雇用管理の改善を進めるために、貴事業所が厚生労働省に期待することはありますか。   



介護労働者の確保・定着等に関する研究会におけるヒアリング事項  

【株式会社 やさしい手】   



1 基本情報  

団体名  株式会社やさしい手  

の 事業所属性   

○ 事業所の主体（株式会社、社会福祉協議会、社会福祉法人〈社協以外）、医療法人、NPO）  

事業所の主体は『株式会社』。  

○ 介護関係業務に係る主たる業務  

訪問介護、居宅介護支援、地域包括支援センター、在宅介護支援センター、訪問入浴、通所介護、福祉用具貸与、住宅改修、短期入  

所施設等の事業を実施。  

○ 介護事業の現状  

介護人材不足。特に訪問介護員不足が深刻である。  
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2 介護労働者の定着を図るための措置等について  

（1）人員構成と過不足感   

① 人員構成（有資格者か無資格者、介護労働に関する経験の有無、正規職員か非正規職員、性別・年齢、新卒と中途、）の現状、  

人材の募集に対する応募状況及び充足状況は、どのようになっていますか。  

訪問介護については全て有資格者で構成している。通所介護、訪問入浴は一部無資格者で構成。  

経験者が必ずしも望ましいということもなく、新人を教育研修する人材育成の仕組みつくりを構築している。  

正規職員と非正規職員の比率はおよそ1：9  

全地域で不足の状況であるが、特に都市部（東京23区内）においては応募状況が少なく採用が難航している。  

（2）雇用管理改善の効果的な取組等   

① 介護労働者の人材確保、定着を図る上で、事業所の主体（社会福祉法人、医療法人、民間会社）ならではのメリットや特徴はありますか。  

登録型訪問介護員について、採用から育成・支援L評価の雇用管理を効果的に行い、PDCAサイクルに添った訪問介護員個別の能  

力開発を目的とした情報システムを開発導入している。また、研修体制の充実を図りスキルUPのための積極的支援を行なっている。  

正規職員について、5～6年前から目標管理制度を導入し組織目標と個人目標の統合に注力し人材育成を行なっている。  
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② これまでに雇用管理の改善のために取り組んだ措置等で、特に改善効果が高かったものは、どのようなものですか。  

また、その措置等を講じるターゲットは、主としてどこに置いたものですか。（有資格者か無資格者、介護労働に関する経験の有無、  

正規職員か非正規職員、性別・年齢、新卒と中途。）。  

・無資格・経験なし・非正規職員・年齢性別不問の方々を戦力化することを目指しています。  

≡資格取得支援（自前ヘルパニ講習の解放）  

・キャリアアップ研修の開催  

・正規社員への登用制度  

・待遇（有給付与、ミーティングやケースカンファレンス参加善用支払い）  

曽ヘルパーさんたちの会の設立と運営支援（飲み会・好きな先生を呼んで講演会・新年会・表彰式）  

・事業所からヘルパーさんたちに機関紙配布  

・アンケートの実施と改善の実施  

・介護技術研修要望多かったので、6ケ月間介護技術研修開催  

・コーディネートミーティングによるヘルパーさんの就業機会の拡大やルートの調整  

・チーム制でリーダーを中心に問題課題についてフォローを実施  

・定期面談によるフォロー  

・隣接店舗との交流、階層別セミナーによる情報共有・交流  

・目標管理シートの作成・課題設定・達成支援・評価でチームに貢献でやりがいアップで定着アップ  

③ 今後、貴事業所において、取り組みたいと考えている雇用管理の改善のための措置等はありますか。  

・非正規職員についても目標管理制度を導入し組織目標と個人目標の統合に注力し人材育成を行っていく予定である。  

・非正規職員のメンター制度  

・移動時間の費用支給  
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5 厚生労働省への要望  

○ 人材確保や雇用管理の改善を進めるために、貴事業所が厚生労働省に期待することはありますか。  

・雇用管理が大切です。  

・雇用管理にお金が流れることを期待します。  

・単なる賃金勝負の人材獲得競争⇒みんな不幸せ  

・雇用管理の整備⇒みんなハッピー  

tヘルパーさんにとってもサービス提供責任者にとっても、雇用管理が整備され目標設定と達成支援の環境が整備されると良い。  
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介護労働者の確保・定着等に関する研究会におけるヒアリング事項  

【特定非営利活動法人 サポートハウス年輪】   



巨二重麺亘 

団体名 凍   

① 事業所属性   

○ 事業所の主体（株式会社、社会福祉協議会、社会福祉法人（社協以外）、医療法人、NPO）  

1994年 24時間365日の在宅ケアサービス提供の任意団体としてスタート（24時間365日のヘルパー派遣、夕食の配食サービス）  

1999年 NPO法人サポートハウス年輪となり、現在に至る。  

2007年度決算 純売上高：2憶4981万7317 人件費率：68％ 経常利益：1430万2602 税：547万2821  

○ 介護関係業務に係る主たる業務  

居宅介護支援1箇所、訪問介護1箇所  

適所介護（認知症専用）t・・2ユニット（定員12人×2）のデイホーム1箇所、1ユニット（定員12人）のデイホーム1箇所  

認知症対応共同生活介護（グループホーム）‥・1ユニット（定員9人）1箇所  

「ねんりんサポート」（介護保険外のサービス）  

○ 介護事業の現状  

訪問介護事業は在宅期間が短期化していること、2度の改正によりサービス時間が短縮したこと、そしてヘルパー不足により利用者  

の望む時間、曜日に提供できないなどにより、減収している。2007年度実績が前年度比88．4％となった。  

通所介護は、在宅介護家族の負担軽減に効果をあげており、認知症の方を対象にしているため、実績は伸びている。2007年度実績が  

前年度比103、8％となっている。  

介護保険で対応できないサービスとしての「ねんりんサポート」が徐々に伸びてきている。  
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2 介護労働者の定着を図るための措置等について  

（1）人員構成と過不足感   

（五 人員構成（有資格者か無資格者、介護労働に関する経験の有無、正規職員か非正規職員、性別・年齢、新卒と中途、）の現状、  

人材の募集に対する応募状況及び充足状況は、どのようになっていますか。  

＊常勤職員（26名）   

介護支援専門員（7名）、介護福祉士（7名）、社会福祉士（4名）ホームヘルパー1級（1名）、ホームヘルパー2級（11名）   

調理士（1名）、准看護師（1名）  

＊非常勤職員（72名）   

介護支援専門員（1名）、介護福祉士（4名）、ホームヘルパー1級（1名）、ホームヘルパー2級（50名）、看護師（1名）、栄養士（1   

名）、調理師（1名）、その他（13名）  

＊配達スタッフ 6名 ＊ねんりんサポーター12名 ＊ボランティア12名  

・経験者が多い。 平成16年度新卒3名採用中、6月1日現在2名在籍。退職者1名は昨年社会福祉法人に転職。あと1名が6月末   

で退職予定。故郷に戻り、農業の跡継ぎとなる予定。在籍の1名は、グループホーム介護職で3年、異動により訪問介護のサービ   

ス提供責任者として2年目。今年介護福祉士合格。  

・平均年齢 51．9歳・女性82．7％ 男性17．3％  

・募集に対して応募が少ない。最近の傾向で子育て中の女性のパート希望の応募が多い。先を考えやる気のある人を採用している。  

・常勤職員への応募が少なく、核となる人材の確保に苦慮している。  

（2）雇用管理改善の効果的な取組等  

① 介護労働者の人材確保、定着を図る上で、事業所の主体（社会福祉法人、医療法人、民間会社）ならではのメリットや特徴はありますか。  
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地域密着のサービスを15年近く提供してきているので、地域からの信頼を得ているところから、紹介による採用がある。  

会報誌「年輪通信」（月1回発行）や日曜日に行なっている「ねんりんひろば」などを通じて、法人の知名度をあげる効果がある。  

認知症サポーター養成講座を定期的に開催しており、地域全体のスキルをあげる活動を通して、NPO法人の社会的使命を内外に認  

知してもらっている。このことにより、職員が誇りをもって仕事ができるきっかけになっている。職員全員（100人）が認知症サ  

ポーターの研修を受講している。  

新人研修時に、法人の設立から現在までの歴史と理念を話す時間をとっている。地域の皆さんの寄付で作った厨房での研修を全員  

行い、地域あっての法人だということを実感してもらうようにしている。  

介護保険外のサービスを提供する「ねんりんサポート」や食事サービスなどを上手に組み合わせて、介護の専門職の負担があまり  

かからない工夫をしている。（例）デイホームの昼食後の片付け、グループホームの昼食つくりや掃除など。  

② これまでに雇用管理の改善のために取り組んだ措置等で、特に改善効果が高かったものは、どのようなものですか。  

また、その措置等を講じるターゲットは、主としてどこに置いたものですか。（有資格者か無資格者、介護労働に関する経験の有無、  

正規職員か非正規職員、性別・年齢、新卒と中途。）。  

職員の健康管理のために産業医や安全衛生管理者を昨年度から導入したことにより、月1回の相談日を設けたが、健康意識の向上  

が見られた。（全職員対象）  

組織改正により責任者会議を定期的にもつようになったため、管理者同士の情報交換が行なわれるようになり、職員の管理に目を  

向けるようになった。（管理者対象）  

リスクマネジャーを各部署に選任し、月1回リスクマネジャー会議が定期的に開催されるようになったことにより、ヒヤリハット  

や事故に対する取り組みが活発化し、職員の安心を生むようになった。（全職員対象）  

契約ヘルパーのタイムカード導入により、意識の向上が見られるようになった。（非常勤職員対象）  

勤続年数（5年、10年）による表彰（7月のビアバーティの時）を行なうようになり、励みになると職員には好評である。  

外部研修などの伝達研修を全職員対象に行なうことにより、情報の共有化とスキルアップに加え、法人への帰属意識の向上になっ  

ている。  
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③ 今後、貴事業所において、取り組みたいと考えている雇用管理の改善のための措置等はありますか。  

・人事評価については懸案となっており、今後どのような方法とスケールがいいのかを検討していく。  

・退職や異動による業務の引継ぎがスムーズに行なえるよう、業務マニュアルの整備や現場での個別指導力リキュラムの作成に取り   

組み始めている。  

・職員のメンタルケアへの取り組みとして、管理者と職員の面接。理事との面接を定期的に実施する。  

，介護業務と事務業務（マネジメント）との分離を検討していく。（事務業務が不得手なため管理者が退職する例があるため）  

・事務局体制の強化と他のサービスとの連携強化を図る。  

5 厚生労働省への要望  

○ 人材確保や雇用管理の改善を進めるために、貴事業所が厚生労働省に期待することはありますか。  

・介護職の養成のカリキュラムの検討をしてほしい。マネジメントの養成はほとんどないため、責任ある立場になると退職する例が  

多い。利用者と対する仕事だけをしたい人が多いのが現状である。  

一 在宅をサポートするホームヘルパーは、利用者のお宅が職場となるため、さまざまなスキルが要求される。養成研修終了後すぐ   

に在宅に入れる仕事ではない。これを踏まえてインターン制が必要ではないか。そのためのカリキュラムが必要となる。   

今後家事一切したことのない人が介護職になる時代がやってくるので、生活全体をサポートする介護職の養成は、根本的に見直   

す必要がある。現場との帝離が大きくなってくる。  

一 介諌職員の現任研修を事業所任せではなく、自治体単位で行なうよう、国が補助を考えるべきである。  

・介護人材確保にかける費用がまかなえない小規模な事業所は事業継続も危ぶまれる状況である。公共機関であるハローワークや   

福祉人材センターが使い勝手がいいエ夫が必要ではないか。人が集まり、アクセスが簡単であり、魅力ある広報戦略を公募して  
もいいのではないか。  
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『いつまでも地域で暮らし続けるために』 2008年6月1日  

◎ご意見受付専用Fax   

O42－451－6070   
＊24時間受け付けております  

◎ホームペーージアドレス   

http：〟www．npo－fukusわ．i．com／  

裁判員制度セミナーに参加してP3  

年輪の組織課訂……… P4  
なくとう食中毒………・ P5  

予イホームだより……… PT  

N－P05去人サポートノ＼ウス年車高   



喬の丙を降弓せさう  

桜が終わると藤、次は紫陽花で寸ね。みかんの花の蕾も膨らんでいま寸。よく見ると次  

の出番牢待つように蕃がっき、少しずつ膨み、透る日一気に花開く、そんな草木め営みが  

楽しみな頃で寸ね。自然の営みを応援寸る梅雨の季節の到来で寸。今年の梅雨は恵み  

の雨となるでしようか。  

後期高齢者医療制度が始まりました。で寸が国会は今だに混乱の最中、一体この国の  

舵取りはどうなるのか、誰が寸るのか、腹立たしいことばかりで寸ね。人間を大切にしない  

国日本のレッテルを、自ら貼ろうとしている今の政治状況に、何とかせねばと思う日々で  

す。  

「介護従事者等の処遇改善法案」が衆議院で採択されました。  

法案全文   

介護従事者等の人材確保のための介護従事者等の処遇改善に関寸る法律案  

鱒府は、高齢者等が安心して暮ら寸ことができる社会を実現寸るために介護従事者等が重要な  

役割を担っていることにかんがみ、介護を担う優れた人材の確保を図るため、平成二十一年四月  

一日まセに、介護従事者等の賃金の水準その他の事情考勘案し、介護従事者等わ賃金をはじめと  

寸る処遇の改善に資寸るための施策の在り方について検討を加え、必要があると認めるときは、その  

結果に基づいて必要な措置費請ザるものとする。  

附則   

この法律は、公布の日から施行寸る。  

この法案が「絵に描いた餅」にならないネう仁多くの団体とカを合わせてがんばっていき  

たいと思いま寸。そして「介護の仕事」が畢要な吐垂であることを多くの人の知ってもらうこ  

とが必要で寸。それは‘引いては最期を穏やかに過ごせるかにかかっていることなので寸。  

＊6月1日の第10回総会の報告は7月号で   

させていただきま寸。  

理事長安岡 厚子  
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『紛ゐ払8あ  也寒中口厩軸払冨』  

「これから始まる裁判員制度って？」   

4月20日「裁判鼻制度」についてのセミナ′に参加しました。講師は当法人監事の藤原寛  

治弁護士で寸。ビデオのあと、制度についての話があり参加者はみな真剣でした。来年の5月  

から制度がスタートしま寸。刑事事件に一般国民が参加寸ることなど裁判が身近で分りや寸く  

なり、司法に対して国民の信頼の向上につながることが期待されていま寸。   

裁判鼻が参加できる刑事事件とは殺人・強盗致死傷・強盗強姦・身代金等目的誘拐など人  

の生命に関寸るものです。裁判官3人と裁判鼻6人が合議体を作って審理します。事実の設  

定、法令め適用、刑の董刑を判断し結論を出しま寸。裁判はスタンダードなもので3日間、一  

度裁判鼻になると5年間はならない。予定者になった人も3年間は裁判員にならないそうで寸。  

一度に50人から100人選任され最低14人は候補者にしておくそうで寸。自分が選任された  

らどう寸るか？今まで考えたことがなかったので寸がこのセミナーを聞き真剣に考えることができ  

ました。   

裁判員は被告の人生を左右寸ることになる。今回だけ  

でなく機会を見つけてこのようなセミナrに参加しその日  

が来たときの心の準備と裁判具について学び続けていき  

たいと感じるセミナーでした。ありがとうございました。  

門脇 和子  

、ユ言：軒一夷・ご車ニ．笥′   

公開セミナーで制度についてのお話や資料、ビデオを見る機会を得ましたが、いろいろ見聞き  

寸れば寸る程、責任の重さを感じ、判らない点が更に増した感じで寸。提示された証拠のみで  

重罪事件の的確な判断を下寸ことなど、経験や訓練、知識を持たない者に果たしてできるので  

しようか？   

素人ゆえに評議評決の場で思想や信条、主義や情実などが影響したり、先入観や偏見が妨  

げとなったり、付和雷同に陥ったりしないか等、考え始めるときりがありません。来年から始まると  

いうこの制度で寸が、不安が募る反面、未だに実感が湧かないのか今の心境で寸。  

出井 滋  

二、萱．闇・．二醍  
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私たちは高齢になっても生き生きと暮らせる町をつくるため、地域みんなで総合的にサポート寸る  

システムを目指していま寸。   

4月から、法人理念実現のための持続可能なNPO法人を目指し、事業部門全体を統括寸る事  

業統括責任者を設置しました。   

事業部門では、「食事サービス」「ねんりんひろば」「ねんりんサポート」事業をNPO事業課の中に  

あらためて位置づけて地域への貢献をさらに拡大充実していきま寸。また法人内に企画研修担当を  

設置し、安心できるサービス提供とその質の向上のための研修体系の見直し、リスクマネジメント、さ  

らに虐待の和談窓口としても機能寸ることを目指していきま寸。  

常任理事 織田 昭子   

一事業統括責任者からご挨拶－   

組織改正により、今年度から新設された事業統括責任者となりました野崎で寸。早いもので年輪  

に入職してから、今年の4月で8年目に入りました。とはいえ、まだまだ若輩者で寸ので、日々職鼻  

とともに様々なことを学んでいきながら、年輪の理念『いつまでも地域で暮らし続けるために』の実  

現に向けて、努力していきたいと考えていま寸。   

さて、今年度は新たに認知症対応型のグループホームがオープン（2009年2月予定）しま  

寸。年輪にとっては『ねんりんはう寸』に続く、2つ目のグループホTムで寸。今後、関所にむけての  

本格的な準備に入ることになりま寸が、なんといっても無事にオープン寸ることが、今年度の事業全  

体における最大の目標となりま寸。ちなみに年輪では認知症デイサービス事業も行っておりま寸ので、  

認知症ケアについては法人全体で力を注ぎ、認知痘ケアの出来る人材を多く育成していきたいと思  

いま寸。  ’   

もちろん、その他の事業におきましても、今まで同様に利用者本位の、多くのご利用者に満足して  

いただけるサービスを提供していきたいと思いま寸。   

最後になりま寸が、現在マスコミに取り上げられている介護業界の話題は、募集しても人が集まら  

ない、給料が安いため長く続けられないなどの正直暗いものが多いで寸。しかし介護の仕事というの  

は社会的意義のある、絶対に必要なものです。地道にやっていればきっと報われるであろうというこ  

とを信じていま寸。職員一同力を合わせていきたいと思いま寸ので、今後ともどうぞよろしくお願い致  

しま寸。  

事業統括責任者 野崎 博人   



一点夢サーだZ≠〃」  

⑳  

梅和lら零に捗琴注意Jなく蟹う食中毒  

⑳  

湿度も気追も高くなるこの季節は食中毒になりや寸い季節で寸。  
そこで食中毒予防の三原則をご紹介しま寸。  

こ春劇に手洗いをし手しょう。  
石鹸＋流水で30秒以上、指  
の問や手首春で洗うのが効果  

的です。  

冷蔵庫には物を詰め過ぎないようにし，庫内温度は5℃以下に。  
◎  

食品の中心部まで十分火をとおしましよう。  

⑳残った食品は思い切って捨てる勇気を持ちましょう   栄養士・黒田志津子 ⑳  

★ありがとうございま寸  

お昼の店頭販売のお弁当が売り切れ糸売出！旦 嬉しい悲鳴で寸。  

味、ヘルシーーさ、全体のバランスで大好評をいただいていま寸。  

★年輪弁当を配達寸る仲間になりませんか？   

年輪は設立当初から高齢で食事つくりが困難な方など、地域の方々に夕食の  

配食をしていま寸。   
配達スタッフも地域の方々で寸。60代から70代の方も活躍していま寸。   

あなたもご一一緒に参加していただけませんか。  

詳しくは 食事サービス 担当：吉松まで   

三・●・－ 
●  ●一－√㌧■  ヽ■●＝こ●  ゝ－tヾl・●il●●  ●ミ■tl■ミ ●・t 

いミ1－ 
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『ねんりんくらぶ HARU』の5月の作品  

テーマは、「こどもの日」にちなみ鯉のぼりと  

、ソツジでした。花壇にはピンクの濃淡の、ソ、ソ  

ジ、空には鯉のぼりが悠々と泳いでいま寸。  

下には菖蒲の花も咲いていま寸。   

スタ、ソプと一緒に折った鯉のぼり。皆様そ  

れぞれに鱗を書き、最後に目を入れると、滝  

登りをしそうな元気な鯉の完成で寸。出来上  

がった作品を前に記念撮影しました。  

（5月15日現在）  空室3部屋あり！！   LSA事業からのお知らせ  

年輪弐番館があるピアライフtアルファの2階と3階に空室があります。  

お部屋見学いつでもOK．お問い合わせ、ご連絡をお待ちしており草す。  

年輪弐番館館長 関 隆次朗   

4月16日「ねんりんはう寸」に32インチの  

液晶テレビがやってきました。実はグループホ  

ーム対象の「TV朝日地ヂジTV寄贈キャンペ  

ーン」で当たったんで寸。今までは15インチの  

テレビを皆で見ていたので寸が、座る場所によ  

っては見えにくく「大きいテレビが欲しいね～」と  

よく話していました。  

ダメもとで応募した 

は楽しみに待ちわびていました。大画面のテレビになり、どこに座っても見えるのでスポー、ソ観戦など  

皆で楽しめるようになりました。今度は映画上映会を楽しもうかと考えていま寸。  

スタ、ソフ  福田 恵   



風薫る5月。年輪デイホームには  

少々メタボな鯉のぼりが泳いでおりま  

寸。その横にはご利用者の書いたお習  

字が。3月より、ボランティアさんの協  

力により、書道の時間を持っていま寸。  

「私にはできない」とおっしやる方もいっ  

たん葦を持ってしまえば「昔取った杵  

柄」で素晴らしい文字が並びょした。   

その他にも、折り紙、切り紙や石鹸デコパージュおやつ作りなどに取組みました。   

4月末に以前事務スペースに使うために区切っていた場所のパーティ′ション  

を取り除き、デイのフロアを広くしました。これで、車イスの方の移動がスムーズに  

行なえるようになりました。それぞれの方がご自分で落ち着く場所があるようで、ご  

自分で座ろ場所を選んでいま寸。   

フロア内にはソファが4つありま寸が、これもそれぞれお気に入りのソファがきま  

っているようで寸。   

フロアの真ん中にタンスを置き、死角を作ることにより、何となく2つのスペース  

に区切っているので寸が、ご利用者の様子を見ながら、より落ち着ける空間が作  

れるように、エ美していきます。   

変化する年輪デイホームにご注目凹  

管理者 木崎志づ香  

7   



6 月の予定表  

日程  時間  、活動・イベント  会 場  参加費  

総会（正会鼻） 

1日（日）1≡2≡＝15：45霊£買禁 
年齢佃－ム  無料  

1日（日）10‥00～12‥00太極拳  
クー  

300円  

5日（木）9：00～16：00  日帰りバス旅行  ′   神代植物公園ほか   4000円  

8日（日）9：30～12：00  囲碁クラブ  年輪デイホーム  300円  

15日（日）1訣30～15：00 コニラスクラブJ＆B  年輪デイホーム  300円  

ー特定非営利活動法人サポートハウス年輪における個人情報の取り扱いについて－  

当法人は、多く甲個人情報を取り扱う介護事業を実施する団体として、当該情報の安全管理を重要な社会的責任であると認識し、これを着実  
に実践するために、法令および当法人における「個人情報保護取扱規程」に基づき、個人情報の適切な保護管理の徹底を図っております。  

《いつ‾までも地域で暮らし続けるために》  

をモットーに、介護！食事サービスを提  

供しています。介護保険の東京都指定、  
酉東衰市の委託（高齢者配食）も受け、  
利用者側に立ったサーゼス、自分が受け  

たいサービスを提供することを基本理念  

にサービスをお届けしています。  

年輪通信：編集発行   

NPO法人サポートハウス年輪  

188・0011西東京市田無町5－4－8  

第一和光ビル1F  

TEL：042－466・2216 FAX：042・451－6071   

E・Mail：hpo・nenrin＠nifty．com   



虔ぺ：居い触分舵うJ  
かんたん  勢性歓迎  

斗理教室   
定員I5名先着順  

誰でも  

でまる  
電子しンジで  

メニュー：鶏モモ肉の野菜ロールl弼l  

講 師：年輪スタッ7 

＊‡鮮哨社如法批コいて棚乱も酌ます‡＊   

てニ∴・こご‘；■ グ・ィ  責、主賓貰｝   ■ ∴  L．＼・ゞ二・鞍  ′■・∵1・＝＝ウ・亀  

お申込・お問合せ  

NPO法人サポート八ウi年輪   

ねんりんひ5ば担当：福田  

042－466－2216   

当日、お車でのご来場はご遠慮願います。  
北【コ   



「サポートハウス阜姶一  

十人十色のさりげ甘いケア」が塵介されまけて  

（第≠ヰボランティアば紘染する）  
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「恋するようにボランティアを」ぶどう社  

定価（本体1600円＋税）＊書店でお求め下さい   



営業時間  

《本 部》   

月曜日～金曜日 午前9時～午後6時  

土一日・祝日  午前9時～午後5時   

TEL O42－466－2216（代表）  

FAX O42－451－6071  
E－mail：nPO－nenrin＠nifty．com  

年■ケアつランセンター  

年■へ几パース〒－ション  

輔宇イ貞一ム  

ー■サービス  

お人IIん鯵うす（グルーつホーム）  

ゎんりんサポート  

〒188一刀011西東京市田無町5－4－8  

第一和光ビル1F・3F  

サポート∧ウス年■で鯵こん幹事モ  

考えてい手す   

私たちは高齢になっても生き生きと暮らせる  

町を作り、老いの問題は地域住民みんなの問題で  

あると位置付けることにより、地域みんなで総合  

的にサポートするシステムを作ります。  

特定非営利活動法人  

サポートJヽウス年輪  
介護保険指定事業所  

東京都指定  

■土一日曜日・祝日も事務所を開けます   

高齢者の問題を具体的につかみ、勤めを持つ家族  

の相談にも対応できる体制を考えました。   

■高齢者自身のネットワークを   

「サポートハウス年輪」を拠点として、高齢者自  

身がネットワークを作り、■高齢者の問題を自ら声に  

していける場になればと思っています。   

■高齢者福祉の拠点に   

高齢者福祉サービスの事、介護の事、何でも気軽  

に相談でき、情報が得られる拠点を目指しています。  

介護機器■用品の相談、紹介もしています。   

■認知症高齢者のミニデイホーム・グルー   

プホームの発信基地に   

認知症高齢者のケアに効果をあげているグルー  

プホームを田無に作る運動の拠点を目指します。   

認知症高齢者のデイホーム、ナイトホームの実施  

を経て、2003年1月グループホームを開所しま  

した。  

ご案内  

感   



事業内書のご案内  粧辞書窮I弛  
サポート′ヽウス璽璽！雲  

沿革・活動■l宇  
年輪通信 毎月発行  

「私はこの家で死にたい」  

「いつまでも地域で暮らしつづけるために」  

「年輪シンポジウムのまとめ」  

「『デイホーム年輪』の報告書」  

「『地域をつむぐ』映画上映会のまとめ」  

「24時間365日在宅ケアに挑戦して」  

「ホームヘルパーと上手につきあう」  

「介護保険はNPOでサポートハウス年輪の挑戦」  

「イラストでみる高齢者サポートQ＆AJ★  

2002年12月新書  

その他 公開セミナー・敬老食事会など  

部  

東京都指定事案所  

本  

ケアプラン作成  

1994・3・5サボ岬設卑   
公民館活動の自主グループ「／くウムクーヘン」の   

女性12人で設立。24時間365日の介護派遣サ   

ービス、週6日の夕食配食サービス開始。  

19糾月末京都社会福祉振喫劇周助成決定   

有償家事援助サービス・毎日型食事サービス  

1997．社会福祉・医療事業団の特別分助成決定   

認知症高齢者デイホーム事業  

1凱ヰ東京番地域福祉財団助成決定   

その他サービス提供事業（認知症老人ミニデイホ一山   

予防的デイホームなど）認知症デイホーム開設  

柑錮．4田無市より老人給食受託（週2回）  

1999．10．12．特定非営利活動（NPO）法人  

サポートハウス年 ‾立  

2000．4介護保険対応サ⊥ビス開始   

田無市より老人給食受託（過4回）  

2∝札7西東京市より高齢者配食サービス受託，（週6回）  

200乙6年篤子イホーム拡張  

2∞乙6生きがい対応デイサービスねんりんひろば開始  

2∝鼠1認知症高齢者グル⊥プホTム  

ねんりんlまうす開所  

2∞3．4．1支援費センタ「開設  

封氾5．4．1『細弐事鋸』開設  

●年輪ケアプランセンター  

ケアプランの作成  

介護保険についての相談  

ヘルパー派遣  東京都指定事業所  

●年輪ヘルパ「ステーション  

・介護保険  ・障害者自立支援  

デイサービス  

●認知症専用…年輪デイホーム  

ねんりんくらぶHARU  

東京都指定事業所  
績のこ案内  

●生きがい対応デイサービス  

サポートハウス年輪はNPO法人です。この法  

人の活動に参加し、総会の議決権を有する方は  

正会員になります。  

正会員年会費：0000円  
この法人の目的に賛同し、応援して下さる方は、  

賛助会員になります。  

賛助金長年会費：2000円  

ねんりんひろば  

グループホーム   

●認知症対応型共同生活介護…ねんりんはうす  

東京菰指定事粟所  

食事サービス  

●配食…年輪弁当／委託弁当  

その他  

一個人情報の取扱について－   

Ⅳ0法人サボてトハウス年給は、多くの個人情報を取扱  

う介護事業を実施する団体として、当該情報の安全管理を  

重要な社会的責任であると認識し、これを着実に実践する  

ために、法令および当法人におけるー個人情報保護取扱規  

程」に基づき、個人情報の適切な保護管理の徹底を因って  

おります。   

●介護保険一介護・福祉についてのご相談  

●調査・講演・ホームヘルパー研修等の企  

画や実施のご相談も承ります。  

●ねんりんサポートく介護保険外サービス対応）  

●LSA事業  



【ねん帆もまうす概要】   

◎ご利用頂ける方   

要支援2及び要介護度1以上の方で、言放口痘対応型   

共同生活介護サービスを必要とされる方。   

詳しくは、お気抱こお問合せください。   

㊥サーービ棚要  

介護保険にてご利用頂けま寸  

グループホーム  

ねんりんはう寸  
1375400189  

～言放口症対応型共同生活介護事業所～  

さりげないサボ｝ト  

西武新宿線田無駅北口徒歩約10分  

■ねんりんはうす（1375400189）   

東京都指定認知痘対応型共同生活介護事業所   

〒1街－－（氾11西東京柵町汁8「：氾5  

（卦ご利用料金（一月あたり、円）  

運営法人  

特定非営利活動法人サボけトハウス年輪  
〒1…11   

西東京市田無町5「ヰ一名第一謡脚レ1符  

丁凪JM2－－ヰ66－・盟16 F八妃042－ヰ51－6071   

e－m血l：neTlrinhouse＠nifty．com  

※その他、日常生活で必要な個人のものは実費負担   

で寸。   

○ケアプランに基いて、その日、その方の生活をサポ   

ートしま寸。  
○年輪独自の「さりげない サポート」システムにより、   

生活をサポート致しま寸。  

年輪ケアつ巧ン研一  

年輪へノレて」ステーション   

鰍ム  

年輪弁当  
ねん榊∫  
ね根ルくらぶト掴む  

ねんりんサポート  

LSA事業  

ケアニ巧ン作成  

掴  

（介護保険・障害者自立支援）  

認蜘礪姉介護  
配卸ナ」一ビス  
介紺サーービス  
糾頚用草地適所介護  
鰍  

一個人情報の咄肋＝ついて一   

間法人サボ」トハウス年敵多くの値人情鞭を取扱う介護事  

業を実施する団体として、当該情報の安全管理を重要な社会的襲任  

であると耕しこれを着実に実践するために、法令および当臥  

における「個臓軌に基づき、胤人情報の適切な保  

讃管理の徹底を図っております；  

手書定非営利活動法人サポートハウス年輪  

20050701   



亡野矢口症とは】  

豪放嘘は」悩の痴嵐でこれにより知能が障害を熟ナます。  
現在刊ま、3つの症沸こ分けで考えられています。  

【ねん帆‡まう寸のあゆみ】  

1994年 2月 講演会「田無でもグレ7－ホ1は可昔抄、」  

藷矩山井和則さん主催hヾり伽」  

3月「サポートハウス年輪」設立  

ゲJレフ●本心の発陰基牝位置付ける  

恕畿碧霊諾三悪  
部けさこU才）、弛似割鳩伊触的lつ  

他 サ射一L亭3妄朽へも伽けろ－  
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朝市でゲJレフ●机開設の資金づくり  

ゲ炉7●木1開設のノ、け」カ観せれる  
ゲJレフ●れ機宜準備委鼻会設置  

拠肋リティ即売会が取材される  
ナイト揖事業閲始  

ゲノレフ●右4開設準備室設置  

関紛こ向け詫真倉シ沫●予払イサー開催  

介護保険事業所として指定  

「さりl蝕＝材－り実態調査報告官発行  

第三者評価を受ける  

恕嘘働の実習受け入れ克  

となる  

月
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月
月
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月
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B計肥沃or  →  

AD山  一⇒  

鮎帆はうすとは？】  

こじんまりとして家庭的な雰囲気のあるグループホー   

ム（窺知痘対応型共同生活介護）で寸。   

9名の方がいっしよに生活をする場所です。   

グループホームでの生活は、特別なものではなく、ご   
く普通の生活で、ご飯を作ったり、掃除したり、貫い軌   

たり、昼寝や散歩、風呂におしやべり、まったりとした時   

間を過ごしたり・・・。  

9
6
 

9
 

1
1
 

この3馳随良く見て、その方の問題を、そのこか臓ている  
カー璃雛るようサポートすることが重要です。  

また、カを上手く引き出寸ことも大切であると考えています。  

ぬゐ醜祓うせ髄  
のゐびり・ゆっ磨り。ぞイ■ヾ｝ス  

それを支える3つの要素   

○家、庭台宙な環境   

○適度な一日の生活t」ズム   

○専門スタ、ソフ   

★顔見知りの関係や部屋の広さT自由な雰囲気在ビが安心   

できる環離醸ノ出しています。 

★その時々刊まじまるお話や散歩、ちょっとしたゲーームやエ芸   
など、自然にうまれるご利用者の方同士の関わり合いを大   
切にしていま寸。   

認知痘の方に対するケアにとって、もっとも重要なことは、  

のんびり・ゆったり・マイペースで寸。  

ね繍蜘のスタ、ソフは、日々、ケアの稟践と向上を  

目手乱′ています。  1駄蜂縁打か鴫、  

年臥Jレ悔、  

年給ケアプランセンター  

年給弁当、ねんり伽£  

事務局  いつ各亮、も異滅で恕～レ娩・絹毎恥   



NPO法人サポートハウス年輪  

活 動 概 要   

1994年 3月 「サポートハウス年輪」設立  
介護派遣サービス、夕食配食サービス開始  

1998年「認知症高齢者デイホーム」事業開始  

1999年 4月 田無市より老人給食受託  

1999年10月 NPO法人  

「サポートハウス年輪」設立  

2000年 4月 介護保険対応サービス開始  

2002年 6月 「年輪デイホーム」拡張  

生きがい対応デイサービス開始  

2003年1月 グループホーム  

「ねんりんはうす」開所  

2003年 4月 障害者支援費センター開設  
（現在障害者自立支援事業）  

2005年 4月 「年輪弐番館」開設  

由っまで・占姻瑠〃虜舶加持  
事業内容のこ案内   

◆年輪ケアプランセンター  

◆年輪ヘルパーステーション  

◆年輪デイホーム  

◆ねんりんひろば（生きがい対応デイ）  

◆ねんりんはうす（グループホーム）  

◆食事サービス（年輪弁当・市委託弁当）  

◆ねんりんサポート（介護保険外サービス）  

◆ねんりんくらぶHARU  

◆LSA事業  

◆その他 ホームヘルパー2級養成講座  

年輪  

『式書館』  

■ねんりんくらぶHARU■  
認知症対応型適所介護  

事業所番号1395400029  

■LSA事業■  
（ライフサポートアドバイザー）  

連 絡 先   

特定非営利活動法人 サポートハウス年輪   

年 輪 『弐番館』  

★ねんりん＜らぶHARU   
認知症対応型適所介護（介護予防含む）  

★LSA事業   
ライフサポートアドバイザー   

住 所 〒202－0011  
西東京市泉町2－1－24  
ピアライフ・アルファ1F   

TEL O42－ 
042－438－6772   

FAX O42－438－6770   
Emai1nPO－nenrin2＠nifty．com  

感   

東京都介琴保険指定事業所  

NPO法人サポートハウス年輪   



認知症対応型適所介護【介護予防を含む】   

ねんりんくらぶHARU  
tサービス内容■ 認知症対応型適所介護 6時間以上8時間未満  

■対 象 者■ 概ね認知症高齢者日常生活自立度Ⅰ～Ⅱb  

■定  員■ 12名   

○お泊り（介護保険外）にも対応します。（1泊15，000円・食費1，000円）  

L＄A事業  
ライフサポートアドバイザー  

コミュニティーハイツ「ピアライフ・アル  

ファ」にお住まいで、ご契約を頂いた方に、  

毎日1匝lお電話をして安否確認・情報提供  

等をさせていただきます。  

一個人情報の取扱について－  

NPO法人サポートハウス年輪は、多くの  

個人情報を取扱う介護事業を実施する団  

体として、当該情報の安全管理を重要な社  

会的責任であると認識し、これを着実に実  

践するために、法令および当法人における  

l■ 「個人情報保護取扱規程」に一基づき、個人  

情報の適切な保護管理の徹底を図ってお  

ります。   

料  金…700円（昼食＋おやつ代）及び介護保険自己負担分  
送迎地域…西東京市内（右記）  北町、下保谷、ひばりが丘北、ひばりが丘3丁目、谷戸町1～3丁目、  

住吉町、泉町、栄町、乗町、中町、保谷町、富士町  



介護労働者の確保・定着等に関する研究会におけるヒアリング事項  

【特定非営利活動法人 暮らしネットえん】   



1 基本情報  

団体名   M嘲去人暮らしネソト・え人′  

0）事業所属性   

○ 事業所の主体（株式会社、社会福祉協議会、社会福祉法人（社協以外）、医療法人、NPO）  

・2003年度4月NPO法人として事業開始。  

■沿革1990年頃、全身性障害者介助ボランティアグループとしてスタート。1996年4月より、医療法人社団堀ノ内病院在  

宅福祉部門ケアサポートステーションMOMOとして事業開始、2003年にNPO法人取得、独立。  

○ 介護関係業務に係る主たる業務  

・訪問介護（介護保険・予防含む。自立支援法・居宅介護、移送事業、利用者総数約120名）  

・居宅介護支援  

・通所介護（認知症対応型）  

■認知症対応型共同生活介護（1ユニット9名）  

・小規模多機能型居宅介護（登録定員25名）  

○ 介護事業の現状  

・介護保険前に開始した訪問介護は安定した収入で他の事業の赤字を補填してきたが、2006年の介護保険改定によって利用制限  

や介護報酬の切り下げなどで収益率が下がっている。  

t居宅介護支援事業は、一貫して赤字事業であるが、06年の改定以後は、介護予防の導入l；より利用者数が不安定という新たな赤   

字要因が発生。  

・小規模多機能型居宅介護は、07年度が実質的な初年度だったが予算を大きく下回った。介護報酬の低さは、これが原因となって  

全国的に事業者数が伸び悩むほどで、赤字は想定していたが予想以上。今後解消できるか不明。  

1   



・グループホームは開始から4年以上経過し、初期からの入居者が加齢、老衰傾向を強め、入院、退去が多くなっている。入院時は  

介護報酬が発生せず、職員配置などは通常のままのため経営上大変厳しい。  

一全ての事業で補填しあいながら経営の安定を図ってきたが、06年介護保険改定後はそれが出来なくなっている。  

2 介護労働者の定着を図るための措置等について  

（1）人員構成と過不足感   

① 人員構成（有資格者か無資格者、介護労働に関する経験の有無、正規職員か非正規職員、性別一年齢、新卒と中途、）の現状、  
人材の募集に対する応募状況及び充足状況は、 どのようになっていますか。  

一介護職員67名（常勤26、非常勤41） 男子7名（常5，非2）、女子60名（常21，非39） 無資格者なし  

介護福祉士31名（常17、非14）、ヘルパー1級5名（常1、非4）、ヘルパー2級26名（常6、非20）  

看護師1名（常1）、社会福祉士4名（常3，非1）、薬剤師1名（常）、管理栄養士1（非）、理学療法士1（非）  

介護支援専門員14（常12、非2）  

・年齢構成 20代－4，30代－16，40代－15．50代－23．60代－9，  

・新卒職員は1名のみ。  

・夜勤や不規則勤務のあるグループホーム、小規模多機能は30代職の員を多く配置、常勤の割合を高くしている。訪問介護は主婦  

の再就職が大多数を占め50代以上が中心。  

・人材募集に対する応募はこの2年ほど非常に少なくなっている。2007年2月に開始した小規模多機能型ではハローワーク等からの  

応募はほとんどなく、人づての紹介による採用が中心。特に若年層の常勤希望者（夜勤可能者）の応募がない。  

・定着率は今のところ高いが、最近、複数の福祉資格を持つ職員が他の職種に就職するために離職、今後またこのようなケースが続   

くことを恐れている。  
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（2）雇用管理改善の効果的な取組等  

① 介護労働者の人材確保、定着を図る上で、事業所の主体（社会福祉法人、医療法人、民間会社）ならではのメリットや特徴はありますか。  

「地域密着型NPO」を標模し、利用者だけでなく、職員の大多数が半径2kmに居住している。NPOの目的事業として実施して  

いる高齢者・障害者対象のコンサートやお花見などは、職員がその日はボランティア参加することで、「地域で共に暮らす仲間」を実  

感している。暮らしネット・えんだから働き続ける、という職員が多い。  

職員に地域活動の経験者が多く、その友人などが入職するケースが多い。利用者やその家族からの紹介、元利用者家族が応募してく  

る。最近は小規模認知症ケアの「暮らしネット・えん」が地域に知られ、近隣の大規模事業所を退職後に応募してくる人が出てきた。  

職業意識、資格取得意欲が高い職員が多い。介護福祉士の多くはここでの経験年数で取得している。  

② これまでに雇用管理の改善のために取り組んだ措置等で、特に改善効果が高かったものは、どのようなものですか。  

また、その措置等を講じるターゲットは、主としてどこに置いたものですか。（有資格者か無資格者、介護労働に関する経験の有無、   

正規職員か非正規職員、性別・年齢、新卒と中途。）。  

・訪問介護では、パート職員でも他事業者との掛け持ちを禁止しているので、勤務日は空きがでないようシフトを組むことを心がけ  

ている。事務所への立ち寄りを原則としている。また、ミーティングと研修を毎週定例で開催。事務所だけでなくヘルパー同士の連  

携が生まれ、孤立を防いでいる。（非常勤職員対象）  

・全ての事業でミーティング（月2回以上）、事業所内研修を実施。（全員）  

・介護福祉士受験対策の介護技術研修を事業所内で実施。（受験希望者）  

・入職時、訪問介護では約1ケ月は同行研修。（経験によって増減あり、全員）  

・グループホーム■小規模多機能職員のうち夜勤対応職員については、採用後2ケ月たった時点で夜勤実習（ペアで夜勤）を最低3   

回以上実施後夜勤開始。（経験未経験を問わず全員）  

・入職時研修で勤務予定事業以外の実習を実施（Ex．訪問では通所を、グループホームでは訪問、通所を。新人全員）  

・入職時・内部t外部研修全ての研修で報告書の提出を義務付け。（全員）  

・訪問介護では、子育て中のヘルパーについてのみ短時間勤務可。研修・ミーティング参加は義務。将来中堅ヘルパーとなれるよう   

育成する。（女性、未経験者中心）  
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③ 今後、貴事業所において、取り組みたいと考えている雇用管理の改善のための措置等はありますか。  

・職員の慢性疲労が解消できる余裕のある人員体制。（目指しているが、現実にはたいへん困難）  

一定期的な配置転換により、訪問・通所・入居の全てに対応できる介護職員を養成する。  

暮経験年数と努力に応じた給与体系となるよう、余裕のある経営を目指す。介護保険事業のみでは経営努力に限界があり、経営改善  

に結びつく新たな事業展開を検討する。しかし単独事業所が自立できない現状は納得できない。  

5 厚生労働省への要望  

○ 人材確保や雇用管理の改善を進めるために、貴事業所が厚生労働省に期待することはありますか。  

当法人は、現在は資格取得者が多く定着率も高いが、将来にわたって働き続けられる条件を整えることが出来ない。ボランティア時  

代からの幹部職員の賃金を低く抑え常勤比率を上げているが、今後勤続年数が長くなり、ケア技が上がっても、それに見合う賃金が  

捻出できない。公的介護事業で働きながら、結婚、子育てが望めない程の低賃金という現状は異常としかいえない。  

介護は、専門性と高いモラルが求められる職業である。特に、認知症や精神疾患などについては、専門知識と適切な判断力を身に  

つける必要があり、育成に時間が必要。こころざしを持って就職してくる職員が、経験を重ね給与も上がる、「昇進・昇給」が可能  

になる制度設計を期待する。  
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介護労働者の確保・定着等に関する研究会におけるヒアリング事項  

【株式会社ベネッセスタイルケア】   



1 基本情報  

団体名牒 

① 事業所属性   

○ 事業所の主体（株式会社、社会福祉協議会、社会福祉法人（社協以外）、医療法人、NPO）  

株式会社  

○ 介護関係業務に係る主たる業務  

介護付き有料老人ホーム（特定施設入居者生活介護）等の入居系サービスを中心に、居宅介護支援、訪問介護、通所介護等にも取り  

組んでいます。  

○ 介護事業の現状  

有料老人ホーム等を130ホーム開設し、運営しております。  

在宅系の介護サービスと合せた事業規模は、売上高371億円 営業利益27億円（2007年度決算）です。入居率が95％と好  

調で売上は順調に伸びていますが、派遣労働者費用の増加により予算どおりの利益が確保できませんでした。  

今後も有料老人ホームを開設する予定ですが、介護保険事業計画に基づく総量規制等により、介護付き有料老人ホーム（特定施設入  

居者生活介護）の開設が困難になっている状況です。また、介護従事者の人材不足が介護事業運営上の最大の課題です。  
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2 介護労働者の定着を図るための措置等について  

（1）人員構成と過不足感  

① 人員構成（有資格者か無資格者、介護労働に関する経験の有無、正規職員か非正規職員、性別一年齢、新卒と中途、）の現状、  

人材の募集に対する応募状況及び充足状況は、どのようになっていますか。  

介護職の欠員状況は1拠点当たり3．34人となっており、前年と比べてより雇用不足が加速しています。特に東京、神奈川、愛知で  

大きな欠員が生じています。  

介護職の常勤：非常勤の比率は、3：1程度ですが、非常勤の採用は常勤以上に厳しくなっています。介護職の男：女の比率は、2：  

8程度、平均年齢は39．1歳です。新卒と中途の比率は、1：4（08年4月新卒が203人に対し、07年度常勤・準常勤の中途採用  

が778人）程度です。  

中途採用の介護事業未経験者は減少しており、経験者の中途採用および新卒採用に重点化を図っていくこととしています。  

（2）雇用管理改善の効果的な取組等   

① 介護労働者の人材確保、定着を図る上で、事業所の主体（社会福祉法人、医療法人、民間会社）ならではのメリットや特徴はありますか。  

これまでは、介護福祉士養成施設の実習施設として株式会社が中心の介護付き有料老人ホームが認められていなかったことから、専  

門学校生の新卒採用においては不利な条件にありました。  

今後、教育事業を中心とするベネッセコーポレーションの子会社であることを生かし、「教育のベネッセ」を訴求のコアにして、学校  

法人との連携による新卒採用のスキームを準備しています。  

また、中途採用については、介護事業経験者は「福利厚生」を就職時に重視する傾向があることから、ベネッセグループの福利厚生  

制度を訴求していくこととしています。  
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② これまでに雇用管理の改善のために取り組んだ措置等で、特に改善効果が高かったものは、どのようなものですか。   

また、その措置等を講じるターゲットは、主としてどこに置いたものですか。（有資格者か無資格者、介護労働に関する経験の有無、   

正規職員か非正規職員、性別・年齢、新卒と中途。）。  

次のような複合的な施策により、2007年度の退職率を対前年比△8．5％（30．0％）を達成しました。   

● 人事制度の改定   

● 業務改革（介護職が個別サービスに重点化できるように）  

個別サービスの強化（インテグラル）と標準化・合理化できる業務（モジュラー）の切り分け  

→標準化■合理化できる業務について、介護技術ガイドライン■サービス基準の策定、生活支援スタッフの導入   

● 研修・支援制度（丁寧な中途者研修、入社3ケ月・6ケ月研修など）   

● エリアーブロック別研修（介護技術ガイドライン・サービス基準書の活用）   

● 受け入れ体制の充実（OJTマニュアル）   

● 退職意向者を即時報告とし、ブロック長の丁寧な面談を実施 ⇒31％が慰留  

③ 今後、貴事業所において、取り組みたいと考えている雇用管理の改善のための措置等はありますか。  

＞ 学校法人との連携による新卒採用のスキームの構築と、その拡大  

＞ 07年10月から実施している人事制度の定着と有効活用  

＞ 業務改革の継続的な推進  

＞ 受入れ体制の充実（OJTマニュアル）や退職意向者に対する丁寧な面談の継続  

＞ 従業員参加型のプロジェクトにより、表彰制度やスタッフ交流会、永年勤続表彰制度、職場の悩み相談窓口の導入を検討（08   

年度より活性化推進部を設け、活性化する組織風土の実現を目指す。）  
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5 厚生労働省への要望  

○ 人材確保や雇用管理の改善を進めるために、貴事業所が厚生労働省に期待することはありますか。   

一事業者として質の高いサービスを継続的に提供するために、人材確保・雇用管理の改善を進めている結果、定着率は向上してい  

ますが、それでもなお欠員が生じており、また採用は困難を極めている危機的な現状にあります。   

こうした現在の介護従事者不足は、日本の労働市場の構造的な課題に因るものと考えております。少子化により労働力人口が減少  

する中、人件貴割合が高く一人当たりの生産性向上が容易ではない介護分野において、高齢化に伴い増大する需要を満たすためには、   

① 介護分野に関する国民の関心を高めイメージアップを図り、介護報酬・介護保険料を含めた適切な対価に対する国民理解を促  

進すること   

② 外国人労働者の受け入れを含めた労働力の供給量の増大   

③ 介護事業における規制緩和・自由化による効率的な介護サービスの実現  

が必要と考えます。   

また、危機的な介護従事者不足の現状を踏まえて、   

○ 有料老人ホームに対する介護従事者および看護師の労働者派遣の派遣可能期間の制限撤廃  

について、ご検討をお願いいたします。   

厚生労働省におかれましては、今後とも、介護事業者の安定的な事業運営・育成の観点をお持ちいただき、事業者の意見を十分聞  

きながら制度の運営をお願いいたします。  
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